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<目的>

<成果>

担当者名

今まで繁忙期は弊社のスタッフが残業をしてこなしていましたが、施設さんが来てくれるようになり、

残業をカットできスタッフの負担が減りました。作業効率が上がってきたので、新しい機械を

購入しました。引き続き、お願いしたいと考えています。

連携先企業名 茨城ic青果株式会社 社長：飯泉徹

時期のものを取り扱っているので、人数に変動があること、申し訳なく思っています。

作業を進めている。（責任感が見受けられる）

最初作業始めた頃は見ているだけだったが

徐々に自ら何をしたら良いか職員に聞き

率先して動く姿が見受けられた。夏場の作業

環境の整備が必要。

連携先の企業等の意見または評価

女性利用者よりも男性利用者の方が率先して

ことを学ぶ。

一般の方と一緒に働くことで就労への

意識向上を図る。

会社には会社のルールや作業手順がある

・実施概要：青果物の処理と袋詰め

・参加利用者：時期により変動有だが

　　６～12名

令和4年5月より開始

・活動場所：茨城ic青果株式会社様敷地

2024　年 　　4月　　 　10日　

就労継続支援A型事業所における地域連携活動実施状況報告

あか楽 0812700839

茨城県筑西市二木成1470 中野　知穂

0296-47-6700 令和5年度

地域連携活動の概要

＜活動内容> ＜活動の様子>

様式1


